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平成２５年度第３回巡検会「天草下島北東部地域地質」報告

津留ありさ＊田中健太＊高罵莱織＊

はじ め に

２０１３年１０月１９日に熊本県天草市五和町に

おいて,平成２５年度第３回巡検会が実施された．

案内苔は，この地域で長年研究を行われている三

宅安先生である．

今何の巡検会では午前中にStopl，午後で

Stop２～３を訪れる予定であったが，Ｓｔｏｐｌへ

向かう途'1'，新たな露頭が発見されたため，予定

を変更して新たな露頭を観察した．その後，Ｓｔｏｐ

１，午後からはＳｔｏｐ２～３を観察し，巡検会を

終了した（図１)．

観察地点解説

新たな露頭

新たな露頭では，御領凝灰岩が３脚存在して

いる様子が確認された．御領凝灰岩の詳細につい

ては後述するが，これまで２隅が重なった様子は

報倍されているものの，３屑存在する状況は他の

似IljIj:和町御領付近の観察地点の位徹（国土地理院発
行「遮弛il土」のｌ:25000地形図の一部を使用)．Stop
2ではゾウ，ツル頬，シカ．サイ等の足跡化荷が確認で
きたが，位侭等の詳細については調汽''１のため，本報告
ではlⅢらかにしない

２０１３年１１ﾉｿ１３日受付，２０１３年１１ノ１２２｢1受即
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露頭では観察できないということであった.また，

図２のようにチャネル榊造も認められた.さらに，

この地点では，御領凝灰消I|Iよく兄られる火'１１豆

石も見られた．

Stopl御領凝灰岩と佐伊津層(鬼の城公園付近）

御領凝灰粁は，大塚(1970)により命稲された

＃，岬約７ｍの火砕流11鰍物で，佐|ノト沖〃1下部＃'Ｉ

と｣二部〃，iの''１に介脚；する，特徴的なJ‘I.(灰色'僻石

賀凝灰Ｗである．上部には火IlIWJが認められ

る．佐伊沖ﾙ1は大塚(1966)により命単Iされた厚

さ１５０～２００ｍの地岬'iで,_1部胴とド部〃‘iとも，

.i弓に砂牒〃'i・シルトル'|・臓灰ﾙﾙ1からなる．上部

ﾙ，iの上半分にはI|i御iやスコリアなどの火山砕卯{物

を多く含む〃,iや|』1色の凝灰瑞卯'iが卓越している．

堆職榊造として，channel-ml枇造,斜交Ⅳ郷，篠

の似瓦状椛造等が兄られる．また，立木が砂牒脳

に叩もれ，化ff化した埋没林の跡や，・保存のよい

捕物の柴化石等が発見されることから，そのほと

んどが河川や氾淵原の堆秋物であると考えられて
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Ⅸ１２新しい撫頭で発兇された御航凝灰洲



似１３脚領凝灰器'二部に含まれる火IlIWi．

|･xl4シカの足跡化石．

いる．下部屑は主として分布域の北半分，上部層

は南半分に分布し，基盤岩（占第三系）に平行状

不盤合で重なっている（大塚，1970)．

今IIIIは図３のように御領凝灰洲''1に火'11砿石

が堆祇している様子が観察できた．また，観察地

(､l近には凝灰岩層を掘って地Ⅲjliが作られており，

その部分は火山豆石が集職する部分であった．火

山.I血〔石を含む地腰がやわらかく，比岐的掘りやす

かったためと舞えられる．

図５水の根の化〈ｉ

似ｌ６黒崎海際の阿蘇４火砕流堆概物．

Stop２ゾウの足跡化石

佐伊津肘ド部仲iIlIにゾウとシカの足跡化石を砿

認することができた（間４).また，ツル類とみら

れる大哩烏賊やサイの足跡化臼も見られた．

また，この付近では州ﾉ}津臓ド部屑の中に砂か

ら泥へと変化する級化〃1叩が観察された．近辺の

地ｉｉｉの''1にはl皇紀の足跡化石のほか，立ち木の跡

(図５）や珪化した倒木の化石，比較的保存のよ

い葉化門が産ＩｌＩしている．

Stop3御領の黒崎海岸

ここでは蝶崎海岸で見られる阿蘇４火砕流堆

積物，佐伊沖伽1ド部＃'１，御領凝灰岩，小串隅の観

察を行った．

この付近の阿雌４火砕流堆職物は層厚約２０ｍ

で，五和''１１御慨--州:および手野・城川原の狭い範

囲に分布している（間６)．IIil堆稜物は黒色また

は黒灰色で，溶結していて硬く､；標高２０ｍほど

－ １０－



ような形をして残る．この時，ガスと一緒に細粒

の火山灰が取り去られるため，粗い軽石や満片な

どがパイプ跡に取り残された状態となる．今回観

察したガス抜けパイプ構造では，これらの特徴的

な榊造を兄ることができた．また，磁鉄鉱力Ｗく

堆砿している入江を発見した（図１０)．これらの

磁鉄鉱は塩蛙性の火山活動によって生じた群ｲiに

,凶ﾉ《|するものと考えられるが，どの火山活動に胆

|火Ｉして唯じているのかは不明である．小||州はﾉ〈

''１’ｉＩＭﾙIllIlj･小Iliに分布する浅海成の地届で,渡辺・

網Ⅱ(1983)によって命譜され，この海岸の小那

〃'iIllから浅海性の貝化石やシャコ類の大顎の化ｲ．ｉ

が産出することが報告されている．今'''1の観察で

は実際にハマグリに似た貝化石（外形の印象）を

苑兇することができた（図１１)．
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|判７佐伊津刑''１に介任する黒崎海岸の御領凝灰淵 似'９ガス抜けパイプ|櫛造（側面から見た様子)．

の平畑な台地を形成していて，佐伊津臓を不終合

で種っている．この地域の阿蘇４火砕流堆砿物

は溶結しているものの，柔らかくて加工しやすい

ため，地元では「灰石」と呼ばれていて，灯随な

どの石材として利用されている．阿蘇４火砕流

堆械物と御領凝灰岩はどちらも黒色のｵＷｉである

ため兄分けるのが雌しかった．海岸線を南に進ん

でいくと佐伊沌肘I|'に介在している御価臓灰珊を

観察することができた（図７)．大塚(1970)は，

銃ドの観察でこの凝灰岩は含角閃石il1ii師ｲi女'11洲

で，紫蘇輝石が多く，島原半島の11之沖胴俳大雄

肘''I部に介任している大屋火砕流堆戟物に対比さ

れるとしている．この海岸では多くのガス抜けパ

イプ構造が観察できた（図８，図９)．火砕流堆枇

物では内部に高温の火山ガスが閉じ込められてい

るため，堆穣後にそのガスが表面から喰き出すこ

とにより，堆砿物中にガスが抜けた跡がパイプの

－７雷電。
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図８ガス抜けパイプ構造（ｋから見た様子)．

、

画

|，ｘＩｌＯ入り江に集職する磁鉄鉱．



図１１小串耐Illの只化ｲ『（外形の印象)‘

おわりに

今同の巡検では，御価臓灰岩や，佐伊津１W，’11リ

蘇４火砕流堆職物といった新生代第１凡Ｉ紀の地伽'ｉ

のほか，調査''1のゾウなどの足跡化石の案内もし

ていただいた．新たな蝶頭を発見し，まだ錠間の

残る部分もあったが．ひとつの露頭からさまざま

なことを読み取っていく地学の面''1さを火感する

ことができた巡検会であった．

最後に，巡検会の際に，詳細な資料を準備し，

丁寧な解説をして下さった三宅安先生，ならびに

御領凝灰岩について解説をして下さった益田悦郎

先生や足跡化打の解説をして頂いた蝶須弘美先

生，巡検会の企IIIIi・逆営をしてくださった村本雄

一郎先生に深く感謝の意を表します．
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